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水原氏のことなど
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幽塞一清　Jssei｝「αmαmoto．

　田上天文憂の落成式の時にした講演の概略を天界254號の随筆中に書いたと

ころ，これを見た滋賀縣の一品員が‘水原準三郎氏の事蹟についてもっと詳し

く知りたい，と言って來た．水原氏のことは“天文月報”や“日本及日本人”に

一通り載ってみるのだが，街そのほかに，典家（故）中川泉三氏の著“近江蒲

生心志巻8に纒まった一文がある。これは，普通の天文學徒には手に入りにく

い書物なので，一般の會員たちのために：，こSに轄：激することにした．断ち，

下の通り：

　　　　　　　　　　　　“水原灘崖郎”
　　　　　　「大正11年五月滋賀縣蒲生郡役所獲行（中川泉三著）

　　　　　　　　近江蒲生郡志雀8第5編人物魚島843頁」

　“水原準三郎は安土村常樂寺の人，安政五年五月生る、父を源四郎と云ひ，母

は井上氏，氏は其三男なり．性温厚篤琶にして，寡慾なりしを以って，人と箏

ひたること無し．幼にして歎學の知識に富み，十歳の頃開手方に習熟したり．

十二三歳に及び，父は職業の手傳に使役せしも，大工の稽古を喜ばす常に讃書

算術の猫習に寝食を忘る．明治六年六月，十六歳の時滋賀縣聴の筆生となil　一

年余を経しが，父兄は之を醗せしめ京都中學の教師大亦氏に就き修學せしむ．

偶郷里需省の時勢多橋上に於て機織に要する竣の運鯨法を案出し，爾來家にあ

りて機織器賊の新案に苦心し，途に之に威功せしも，元より木製にして一日二

段の製織に超へざるを以て世に用ひられざりし．氏は去て再び滋賀縣の小吏と

なり，明治十二二年郡制創始の後本郡郡役所に雇となIPしが，年余にして病の爲

に推し，大津に出で歎學の研究を怠らす，十四年三蓋　日時計と題する小冊を

出叛し，十五年四月に至り筆算約法新書を出版す．時人其の快著に驚けり．氏

は共若書の利谷を以て同年東京に出で，杉浦重剛の構好塾の前身たる同志會に

入りしが，’ �ｭもなく學頭となれり．學生を監督する傍，樂水雲校の数學教師
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たり．十六年九月杉浦氏の保誰にて，．東京帝國大學に入り星學撰科生となりし

が天賦の秀才は同二十年六月抜群の成績を以って卒業せり1 譁ﾊに我國忙々卒業

者の稽矢たりといふ。同年九月同大學雇となり，理學部星學科の助教授となり，

二十一年三月天象毫勤務に韓じ，田中舘愛橘等と友たり．二十三年理科大學技

手となり，一意研究を重ね暦の誤謬を正し，當事者をして顔色無からしめたり．

天文墓長寺尾壽博士深く氏の學に忠なると，鐵動的天才の優逸に歎服し，皆既

日蝕の槻測には必ず氏を随行とせり．（明治二十九年六月十日北海道北見國，同

三十年十一月四日印度國．）理科大學の菊池プ麓博士が氏に湿りし書状，氏の遺

品中に見ゆ．全文下の如し．

　　3166　　水原笹書

　草啓此程御黙識下され鼻水星置過の圖は，別紙心中に朱色を以って御盛込下

　され候儀者相叶申まじく哉。圖面二葉相添え，此段相願申候，草々．

　　　　　　二月十五日　　　　　菊池大麓
　　　水原準三郎様

斯界の重鎭菊池氏の文僻此の如し。以て水原氏の人物を想像すべし．氏情淡寡

慾，岡宮に媚びす．其寓嘉長寺尾博土の家と隣る．然れども二十学年一度も博

士の家を訪びたることなく，毎年年始に一葉の刺を投じて去るのみ。博士却っ

て其D清廉を賞せり．友人緯して近江聖人と構せりと．明治四十一年六月二十

六日病死す．年五十一．同年八月獲行の天文月報には氏の省際を禍げ，田中舘

博士の弔文井に本田氏の草せる小傳見え，日本及日本人雑誌第四百六十號にも

省豫を福げて，暦學大家水原準三郎の評論詳細書す．”

　～二の序でに，天界254號に水原氏の大學卒業を明治16年としたは入學の誤り

で，卒業は同20年であるから，訂IEし℃置く．言ふまでもなく，これが我が國

に於ける星學の大王卒業者の最初であって，その翌21年に手山信氏が卒業した

のであった．天文年鑑（1934年半）を見て貰へば，明らかである．

k世間に，午前午後無しの“24時間制”が行はれる養うになって，…腫の明る

みが感じられる．これは英米式の雷撃、想から脱却した明るみであることを思は

ねばならぬ．英米でさへ，天文や氣象，その他の學術に關はる世界では多く24

時間制を用みてみるのである．こんな分り切ったことを，我が國で，今まで連

行しなかったのは，一種の面汚しであった．

　24時間制の實施と共に；時計の文字板の新しい考案が本誌の編輯室にも綾当

事まってみるやうである．しかし，今までの所では，どうも斬新奇抜：なものは

余り無さそうである．どうも今までの醤式な文字の配列にとだはってぬるのが

多V・．もっと，ウンとi新しい，凹凹も，一般人も‘‘アヅ’と言はせるやうな新
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案が無いものか？！

　今の若V・人は殆んど知らないかもわからないが，時計の文字板に書く鐵字は，

永い以前から・マ撒字と限られてみだ之れはラテン文化や，ロマ法王槽の全

盛時代に定められたもので，頗る歴史的な，壷中的なものである．このロマ数

字に囎して注意すべきことが二つある．第一は“零”の問題である．もと々々

ロマ籔字は，支那や日本や，其の他の古V・國の数字と同様に，“無”を表はす：文

字は無いのである．何となれば，歎字はものの鰍を“かぞへる”ものであって，

“測定”するものではなかったのだから．故に，時計に於ても，1からXIIまで

の12種類の文字が書かれてみたに止まり，“0時何分”などと呼ぶことはなく，

必ず之れは“12時35分”とか，“12時55分”とか呼び，“12時59分目の亥ぎを“1

時”と呼ぶことになってみた．しかし　近年，時の測り方が呪術的になって來

たために，“0時”と言ふ呼び方が用ゐられるやうになり，殊に，時化の新進國

である我が日本では，大したこだはりも無く，近年は“0時1⑪分”など言ふ呼

び方が行はれてるる。之は誠に良V・ことだと思ふ。しかし，時計面には，依然

として，0と〉・ふ丈字は無く，XHとか，12とかの文字が書かれてみたt“無”

といふ意味の歎字“0”を有ってみるのはアラビヤ数字だけである．故に“0時

何分”といふ事が鳳式なものならば，時計面にも，O，　1，2……11といふアラビ

ヤ数字が書かれなければならないのである・或は，24時間制ならば，0，1，2，……

…2＄と書くのが良い，”O”の代りに“24”を書くのは，敢へて間違ぴではなV・

．けれど，不必要である．誰も“24時13分”などと呼ばないで，～重れは翌日の“0

時13分”なのだから．

　第二の注意は，奮式のPマ藪字の書いてある時計面の4時を表はす丈字であ

る．元來，ロマ歎字に於いては，1，II，　III，　IV，　V，　VI………といふ風に書くのが

正式である．ところが，時計面上に於いては，決してIVと書かないで，　IIII

とかく，贈れが長い間の傳統であった．tの傳統はどこから來たかと言ふと，

實は，古い時代に，時計面の文字を定めることに引して，或るロや法王が，IV

でなしに，IIIIといふ文字を書くべしと命令したことから，全世界が一下に回

れを實照したのであって，他に意味は無いのである．尤も，かういふ風に蓮べ

ると，Uマ法王が横紙破りをしたやうに思ふ人があるかも知れない．しかし，

自分は必ずしも左様に思はない．むしろ騰れは法王の見識のひろさが現はれて

るるやうにさへ感じる．試みに，この薔式のロマ歎字を書いた時計面を見るが

宜V・．そこには，XIIを頂上にして，　VIIIとIIIIとが左右に良い釣り合ぴを

保つた，實に美的な圃案として，吾入の眼の前に映する効果が宰はれない．こ

れを，若し，IVとして時計面に書き込んだならば，美術品であるべき時計の

面が，版つこを引いてみるやうで，醜い．（1942－10－4）


